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学習目標１
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基本的知識

【コースの概要】
【単元１】１単元１問

正解・解説：文章＋図

問題：ランダム出題

【単元２】～

100点：合格

解答：○または×

100点未満：不合格
点数

【コースの概要】
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eラーニング 「事前学習」の流れ 資料２-１
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標準テキスト
（音声付きスライド学習）

研修指導要領
（PFDファイル）

※教材とテスト問題は講師依頼時に提供

① 段階的に発表さ れる気象情報を基に状況を予測する。

② 気象情報は、 台風その他の気象等についての情報を発表するものであり 、
警報等に先立つ警戒や注意の喚起､警報等発表中に現象の経過等を解説す
る役割を持つ。

③ 警報や注意報の発表基準は、 災害の発生と 気象要素と の関係を地域毎に
調べ、 都道府県などの防災機関と 調整し 、 区域（ 市町村） ごと に決めて
いるので区域ごと に基準が異なり 、 一律ではない。 地震などに伴い、 災
害の発生し やすさ などが変化し た場合、 通常と は異なる基準で発表する
ことがある。

④ 気象警報や注意報のリ ード タ イムの基本に、 その気象推移を的確に把握
し 、 災害対応を判断する。

単元２ 警報等の種類と内容

１．注意報と警報、特別警報の意義付けと意味について説明できる学習
目標

基本的知識

【単元１】
学習目標２～
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